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（１）釜石市�の���� 

本市は、発災直後より岩手県釜石市に対し積極的かつ継続的な支援を行っている。平成 23 年度

に引き続き、平成 24 年度も継続的な支援を行うとともに、釜石市のバックアップデータの受け入

れ等の新たな取り組みを行った。 

 

① 職員派遣 

24 年度も引き続き支援を行うため、本市職員 10 名を釜石市へ派遣した。 
 （24/12/8～12/14に選挙事務支援の短期派遣を実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 北九州市・釜石デスク 

本市は、釜石市との連絡窓口となる職員が常駐する「北九州市・釜石デスク」を23年 8月 1日、

釜石市役所内に開設した。 

平成 24 年度も年間を通じて担当課長が常駐し、支援に係る具体的なアドバイスや本市関係部局

との連絡調整、派遣職員の総括などの業務にあたった。 

 

③ ス���������事� 

 釜石市は、震災時に一部の地域で長期間停電にみま

われ、市民生活や産業活動に多大な影響を及ぼしたこ

とから、自立したエネルギー確保の必要性を痛感した。 

そこで、災害時を含めた地域への安定・安価なエネル

ギー供給や産業の活性化、さらには新たなまちづくり

の観点から、スマートコミュニティの導入が検討され

ている。 

 検討に当たっては、本市が東田地区で展開している

スマートコミュニティ事業を参考にし、平成 24 年度は、昨年度の事業化検討委員会に続き、本市

担当理事が基本計画検討委員会のメンバーとなり、本市の経験やノウハウを活かした助言等を行っ

た。 

平成24年度派遣状況 

■派遣期間 平成25年３月までの予定 

■派遣者   

①北九州市・釜石デスク        土木職 １人（課長１人） 

                 ※他に現地採用スタッフ１人 

②区画整理・集団移転・都市計画   土木職 ４人（係長２人、係員２人） 

事務職 １人（係員１人） 

③漁港整備                土木職 ２人（主任１人、係員１人） 

④健康相談・心のケア          保健師 １人（係員１人） 

⑤水道整備             土木職 １人（係員１人） 

<⑥選挙事務[24/12/8～12/14]       事務職1人（課長１人）> 
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 今年度「釜石市スマートコミュニティ基本計画」を策定したところであり、今後、事業の進展に

応じて、引き続きアドバイス等を行っていくこととしている。 

※スマートコミュニティ：電力や交通、情報などの社会基盤を「統合的に管理しよう」「効率よく

使おう」といった、新しいまちづくりの概念 

 

� ������������������ 

 東日本大震災では、庁舎が津波の被害を受け、サーバが流出したことにより、住民情報の復旧が

極めて困難な状況になった自治体が多数あった。そこで震災後、被災地をはじめ全国の自治体にお

いて、庁舎外に住民情報のバックアップデータを保管

する動きが見られている。 

 北九州地区でも、周辺自治体が参加する「北九州地

区電子自治体推進協議会（KRIPP）」で、「北九州ク

ラウド」を用いた周辺自治体のバックアップを受け入

れることになった。 

そこで、KRIPP に釜石市が参加することとなり、5

月 25 日の釜石市の KRIPP 加盟の承認、その後の技

術的な調整を経て、平成 25 年 1 月 16 日、バックア

ップが開始した。 

 
 今年度、釜石市、福岡県苅田町の 2 団体のデータをバックアップすることで開始したが、平成

25 年 10 月から福岡県芦屋町の参加も予定され、さらには、釜石市の働きかけにより、岩手県内の

複数の自治体が興味を示すなど、今後の更なる広がりも期待されているところである。 
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 行政による取り組みに加え、市民・企業・団体等による釜石市及び釜石市民を対象とした様々な

支援活動や交流事業がなされた。 

   

��������������������������� 

 （社）北九州青年会議所が市内の中学生を対象に

実施している北九州ドリームサミットの取り組み

として、市内の中学生が、「北九州から笑顔を届け

よう」との思いで、市の花のヒマワリを釜石市に贈

った。 

 市内の全 72 中学校でヒマワリの苗木を育て、こ

れに思いを込めたメッセージボードを添え、8月22

日、23 日、代表者 5 名が釜石市を訪問し、被災小

中学校と保育園に対して贈呈した。また、釜石市の

野田市長を表敬訪問し、集めた募金をお渡しした。 

  

�������� 

 震災以降、生徒会、ダンス部、吹奏楽部、インターアクト部などが中心となり、募金活動、チャ

リティグッズの販売、チャリティコンサート（3回）などを行った。 

 さらに、「実際に被災地に行って、何かできること

をしたい」という思いから、8月 21日～23日、ダン

ス部 25 名が釜石市を訪問し、震災復興をテーマにし

た創作ダンス「3.11～忘れてはいけないもの～」を市

内の商業施設や釜石商工高校で披露し、釜石市民や釜

石商工高校の生徒たちとの交流を深めた。あわせて、

釜石市の野田市長を表敬訪問し、文化祭の収益金を寄

付した。 

 また、現地を訪問した際、被災地の産業の支援も重

要であると感じ、第 10回ダンス部公演及び第 3回チャリティコンサートにおいては、釜石の土産

物「釜石ラスク」の販売も行った。 
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 毎日新聞西部本社（北九州市）が、復興支援に寄せ

る市民の思いを見える形で実現するため、 

 釜石市の復旧、復興を支援することを目的に募金活

動を行っている（協力：㈱ハローディ（全店で募金箱

を設置））。 

第一弾として、現在、震災で施設が全壊し、現在は仮

施設で運営されている釜石保育園と鵜住居保育園の

再建支援（建設費、備品購入費などの支援）に取り組んでいるところ。 

10月には、第1回目の支援として、9月までに寄せられた募金を両保育園に持参した。 

 

○東日本大震災応援ブース 

 8 月 4、5 日、昨年度に続き、わっしょい百万夏まつりの会場に東日本大震災応援ブースを設置

し、支援活動のパネル展示や東北物産の販売等を行った。 

 東北物産販売では、みちのく夢プラザ（北東北三県

福岡合同事務所）による北東北の物産と、釜石市によ

る釜石物産の販売が行われ、多くの市民が立ち寄り、

東北や釜石の物産を購入いただくとともに、激励の声

が寄せられた。 

 また、かまいしプロジェクト「笑顔と元気」（前記）

の一環として、チャリティ餅つきが行われ、子供たち

などが餅つきを楽しむとともに、多くの市民から募金

も寄せられた。 

○虎舞披露（釜石商工高校） 

 北九州商工会議所が、わっしょい百万夏まつりや市

内の観光地などを楽しんでもらおうと、釜石商工高校

の生徒や教員等を本市に招待した。 

 本市滞在中、同校の生徒が、これまでの支援や今回

の招待への感謝の意を表すため、わっしょい百万夏ま

つりのステージにおいて、伝統芸能である「虎舞」を

披露した。 

 さらに、昨年度、同校に対して義援金を贈った戸畑

工業高校を訪れ、多くの生徒の前で虎舞を披露するな

ど、両校生徒による交流が行われた。 
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 多くの市民、企業、団体等が、「かまいしふるさと寄付金」を通じて釜石市に寄付を行った。 

 寄せられた寄付金は、釜石市の復興事業等に活用されている。 

 

 昨年 12 月、住民票受付業務支援のため釜石市を訪

れた本市職員が、現地でサッカー少年団 と交流した

ことがきっかけとなり、8月5日、釜石のサッカーチ

ーム（ＦＣ釜石）を本市に招待して交流試合が行われ

た（主催：北九州100万人・ありがとうサッカーカッ

プ実行委員会）。  

企画・運営は全て本市のサッカー愛好家によるもの

で、ギラヴァンツ北九州や若松区浜市場連合会をはじ

めとする企業、団体の協力のもと、当日は、市内の4チームが参加して、白熱したサッカー交流が

行われた。 

 

 10 月 13、14 日、エコライフステージ 2012 の会場

内に東日本大震災復興支援ブースを設置し、支援活動

のパネル展示を行うとともに、釜石ラーメン（釜石市

提供）、石巻やきそば（石巻スコッパーズ：石巻市）

が市民に振舞われた。 

 いずれも行列が出来るほど好評で、特に釜石ラーメ

ンは一杯100円の料金設定に対し、多くの市民が寄付

としてそれ以上の代金を支払うなど、用意した 400

杯は2日間であっさりと完売した（売上金は全て釜石

市へ寄付）。 

 

 

 

 

 

 

 



再生かまいし産業まつりにて「小倉発祥焼き

うどん」を振る舞い（24年 11月 3日） 

再生かまいし産業まつりステージショーに

「大川ひばり」が出演（24年 11月 3日） 

農林水産まつりにて釜石焼きサンマ2,000

本の無料振る舞い（24年 11月 17日） 

 

⑧釜石復興イベント 

 11月 3、4日に釜石市で開催された「再生かまいし産業まつり」に北九州ブースを出展し、応援

メッセージや両市の交流を紹介するパネルの展示を行うとともに、本市の名物・小倉発祥焼きうど

んを釜石市民に振舞った。 

 2 日間で 800 食（100 円）を提供し、釜石市民から、「おいしかった」「遠くから支援に来てくれ

てありがとう」などの声が寄せられた（売上金は全て釜石市へ寄付）。 

さらに、会場特設ステージにて、本市職員によるステージショーも行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨農林水産まつり 

 11月 17、18日、総合農事センターで開催された

農林水産まつりにおいて、復興支援のお礼として、

釜石市による焼きさんま（2,000匹）の無料提供が

行われた。 

 両日とも長蛇の列ができるなど、多くの市民が三

陸の新鮮なさんまを堪能した。 

 ここでも、多くの市民から釜石市職員に対して激

励の声が寄せられた。 
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  鉄の街としてのつながりをきっかけとして始まった本市の釜石市への支援は、行政支援から前記

のように市民や企業等による支援、交流に広がっていった。 

  そこで、今回培われた友好関係を尊重しながら、今後も両市民による文化交流や産業交流、さら

には行政施策の連携などを推進することを目的に、これまで以上に緊密な関係を築けるよう、2 月

10日、両市は「連携協力協定」を締結した。 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜今後の連携分野＞ 

   ◆世界遺産登録への連携した取り組み 

ともに「九州・山口の近代化産業遺産群」世界遺産登録推進協議会のメンバーとして、両

市の製鉄関連の史跡や稼動資産の世界遺産登録に向けた取組み、また今後の活用策等におけ

る連携協力の推進。 

◆釜石市の復興・まちづくりの推進 

    ○釜石市の早期復興へ向けた両市の協力連携による新たなまちづくりの推進。 

○両市が取り組みを進める「スマートコミュニティプロジェクト」における 連携協力の推

進。 

◆防災・危機管理分野における連携した取り組み 

○釜石市の震災の経験を活かした、北九州市の防災・危機管理対策の推進。 

○釜石市の住民情報等のバックアップデータを北九州市で受け入れるなど、情報システム分

野における危機管理体制の連携協力。 
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◆市民交流事業の推進 

学校間や企業間の交流事業、また地域団体等によるお祭りやイベント交流事業など、市民 

交流事業の推進。 

※ 連携分野における具体的事業等は、今後、釜石市の復興状況を考慮しながら検討。 

 

  また、当日行われた市制50周年誕生祭の会場において、釜石直送のホタテやイカを振舞う「浜焼

き」が行われ、釜石市から北九州市民に対して支援への感謝の気持ちが表されました。一方、北九

州市民から野田・釜石市長ほか釜石市職員に対して、多くの激励の声が寄せられました。 

  

  さらにその夜、これまで釜石支援に取り組んだ市民、企業、団体や、市議会議員、市職員などが、

野田・釜石市長ほか釜石からの来訪者を囲んで、協定締結を記念する「釜石交流会」が行われた（170

名参加）。 

交流会では、両市長から協定締結が披露されるとともに、記念品の交換が行われた（本市からは

大漁旗、釜石市からは虎舞の置物）。 

また、企業、団体等からは、釜石の復興に対するエールが贈られ、野田・釜石市長から本市の支

援に対しては、改めて感謝の意が述べられた。 

 

   （連携協力協定締結記念イベント） 
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���（��� �� ���） 



―  31  ―

��������������� 

 （岩手県ホームページ「被災市町村の状況＜復興へ向けたメッセージ＞」平成24年 11月より抜粋） 

 

  ○被災状況 

〔人的被害〕 

   死亡者数   888人（身元不明11人） 

行方不明者数 153人（H24.8.17現在） 

   避難者数 

    市内避難  9,883人（H23.3.17最大） 

    内陸避難  633人（H23.5.9最大） 

※死亡者数は、釜石市で遺体が収容された方 

〔家屋被害〕 

住家数16,182戸のうち4,658戸が被災（28.8％） 

※被災の内訳（全壊2,957戸、大規模半壊395戸、半壊300戸、一部損壊1,006戸） 

〔産業関係〕 

  市内全事業所2,396事業所のうち浸水範囲の 

事業所数1,382事業所（全体の57.7％） 

  漁業関係：市内3漁協の漁船1,734隻のうち 

1,692隻が被災（97.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

○仮設住宅等の状況 

 ◆建設仮設団地 66団地・3,164戸 うち3,017戸入居（入居率95％） 

         高齢化率 31.5％（5,889人中1,852人） 

          ※市全体の高齢化率は33.7％ 

         独居高齢者 362人（1,852人中） 

     ◆みなし仮設（民間賃貸）入居世帯432世帯 

      みなし仮設（公営住宅）入居世帯225世帯 

      ※平成24年 8月現在（市外からの入居世帯含む） 
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○釜石市復興まちづくり基本計画（平成23年 12月策定）の概要 

 東日本大震災による被災地域の早期復興と新しいまちづくりに向け、市民、事業者、民間

における様々な団体及び行政が共通の認識を持って取り組むための「まちづくりビジョン」

と、これを具体化するための「施策」をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



―  33  ―

○復興に向けた取り組み 
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○写真で見る震災直後と現状 
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○釜石市で活動する派遣職員 
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○復興の足音 
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